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平成 12 年Ⅰ月から事務局が 変わります ! 
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W 務 局の担当を終えるにあ たって 

東京都立大学・ 院理 ・生物科学 八 杉 貞 雄 

平成 1 0 年の 1 月 1 日から 2 年間，西鶴秀俊会計幹事，福田公子庶務幹事とともに 事務 

局を担当しました。 ずっと以前に 庶務幹事を務めたときに 比べると 上ヒ較的 時間が短く感じ 

られるのは，実際の 担当期間もさることながら ，自分の年とともに 時間のたっのが 早く感 

じられるせいでしょうか。 

この 2 年間は学会としてはさほどの 大事件もなく 過ぎたようですが ，実はいくつか 大き 

な 変革を経験しました。 一つは学会がホームページをもったこ とで，ホームページ 委員に 

なっていただいた 町形清和先生や 栃内新先生のご 努力でとても 立派なものになりました。 

これは学会が 広く世界に向かって 情報を発信する 場ができたという 意味で大きいできごと 

だと思います。 平成 1 1 年度の大会では 演題受付もメールでできるようになり ，学会も一 

気にコンピュータ 一時代に突入 ( 少しおおげさですが ) です。 学会事務センターもこのよ 

うな事業に積極的に 関与してくれました。 また DGD の発行を依頼しているブラックウエ 

ル社も， DGD のオンライン 化を行いました。 

第 2 の重要な歩みは ，会長の竹 市 雅俊先生を委員長に 国際発生生物学会の 準備委員会が 

発足したことです。 これは事務局とは 一応切り離された 組織ですが，国際発生生物学会自 

体は日本発生生物学会が 担当するという 形式なので，事務局としても 関心のあ るところで 

した。 国際発生生物学会は 2 0 0 1 年に開催されますが ，その成功を 祈るや切なるものが 

あ ります。 この年には国内の 通常の大会はなく ，国際発生生物学会と 日本発生生物学会大 

会が合同で開催されます。 この機会に ， 特に若 い 方々が広く世界に 向けてアピールするこ 

とを期待しています。 

第 3 のできごとは ，あ まりうれしくないことですが ，昨今の我が 国の経済的状況とも 深 

く関わって， DGm にたいする文部省の 助成金がかなり 削減されたということです。 日本 

発生生物学会のようにあ まり大きくない 学会ではこの 助成金に対する 依存度が大きく ，削 

減がつづくとかなりつらい 事態にならないともかぎりません。 このような削減をくい 止め 

るためには，一方では 諸学会連合の 運動が必要です。 また一方では ，結局のところは DG 

D の国際的な評価が 助成金の決定にも 重要であ るという認識に 立って，投稿数を 増やし， 

できるだけ短時間で 発行しまた特にカラ 一印刷費を廉価にする ，といった努力を ，嶋田 

拓 編集主幹が続けてこられました。 2 0 0 0 年から主幹が 浅島 我先生に交代しますが ，お 

そらくはこのような 方針は変わることはないでしょう。 会員の方々が DGD によい論文を 
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投稿して下さることがもっとも 重要なのだということを ，事務局からも 申し上げたいと 居、 

います。 

学会事務局の 任務は，本来，会員の 移動等の把握，会計，委員会等の 開催，などであ り， 

その大部分は 現在は学会事務センタ 一に委嘱しています。 しかし学会の 諸活動のいわば 中 

心にいて交通整理をする 役目は，やはり 他の方にお願いすることができず ，それがもっと 

も 大切な仕事でした。 そのことも含めて ，西鶴さん，福田さんには 言葉では表せないご 苦 

労をお掛けしました。 この場を借りて 厚くお礼申し 上げます。 

事務局をお引き 受けしたときにも 書いたのですが ，事務局はボランティアであ り， しか 

もその存在が 目立たないのがむしろ 望ましいというものです。 はっきりいうと 事務局をお 

引き受けしてなにもいいことはあ りません。 したがって次の 事務局をどなたにお 願いする 

かということで ，私は長い間悩んでいました。 幸い東北大学の 井出宏之先生の 研究室でお 

引き受けいただけるということになり ，申し訳ないという 気持ちとともに ，ほっとしてい 

ます。 学会員の皆様は ，事務局の存在に 気付くことはあ まりないだろうと 思いますが， 学 

会の円滑な運営にはやはり 事務局というものが 必要なのだということに 留意して，井出先 

生と田村宏治先生の 事務局に対して 一層のご理解とご 協力をお願いする 次第です。 

事務局を 51 き 受けるにあ たって 

東北大学大学院理学研究科生物学 井 出 宏 之 

平成 1 2 年 1 月 よ り発生生物学会の 事務局は仙台地区に 変わります。 幹事長が私、 井出 

( 東北大・ 院理 ・生物 ) 、 庶務幹事が田村宏治 ( 東北大・ 院理 ・生物 ) 、 会計幹事が出口 竜 

作 ( 宮城教育大・ 生物 ) というメンバ 一で出発いたします。 発生生物学会は 近年発展を続 

けてきており、 順風満帆で走っていると 思っておりますが、 それでもいくつか 新しい問題 

があ るようです。 このような仕事には 全く不慣れな 上 、 地方という問題もあ りますが、 竹 

市会長、 浅 島 DGD 編集主幹の足を 引っ張ることにならないよう 事務方を進めていきたい 

と 思 、 っております 0 今までの / Ⅰ 杉 幹事長らの事務局のようにてきぱきとは 行かないと 思、 い 

ますが、 よろしくお願い 申し上げます。 

一 3 一 



DGD の編集主幹を 引き受けるにあ たって 

次期 DGD 編集主幹 東京大学大挙 院 浅 島 一 -- 。     

2 0 0 0 年 1 月から 現 DGD 編集主幹の嶋田 拓 先生から、 私がその任を 引き継ぐことにな 

りました。 御存知のように 嶋田先生をはじめとして 歴代の DGD 編集主幹をなされた 先生方 

はその間、 御自分のお仕事を 一時的に stop してまでも心血そそいで、 DGD の編集作業に 携 

わって 御 尽力されてきました。 そのお陰で DGD も発生生物学の 世界的な発展と 重なって、 

順調に伸びています。 現在、 Impactfactor は 1.3 一 1.4 のところにあ ります。 これも歴代の 編 

集 主幹の御尽力と 御努力の賜と 思っています。 現 編集主幹の嶋田先生の 責任と任務は 並々 

ならぬものがあ り、 その御苦労と 大変さを思う 時、 現在、 私がおかれている 立場上、 受諾 

すべきかどうか 正直迷いました。 しかし、 竹 市会長の推薦もあ り、 従来の DGD の良き伝統 

を引き継ぎつつも、 新しい発生生物学の 流れを取り入れていくという 必要性から、 私は微 

力ではあ りますが、 この任を引き 受けることにしました。 この任を引き 受けるにあ たって 

会員の皆さん 方にお願いがあ ります。 それは DGD を良くするためには 何よりも会員からの 

質の良い論文の 投稿が大双提になっています。 もちろん会員外の 国内外の投稿も 歓迎いた 

しますが、 まず、 私達、 日本の研究者が 自分たちの学会誌で 発表し、 世界に質の良い 研究 

論文を発信する 努力と確信を 持ちたいと願っています。 いまのところ 別 ackwel 附や文部省 

との約束のため 急に号数を増やしたりすることはできませんが、 近いうちに年 6 号を 9 号 

ぐらいにして、 投稿、 審査、 採択、 発表までの過程をできるだけ 早いものにしたいと 思っ 

ています。 また 2 0 0 ¥ 年は京都で国際発生生物学会が 開催されます。 竹 市会長の許に 日 

本の発生生物学会が 大きく飛躍する 時でもあ ります。 現 編集主幹の嶋田先生はじめ 歴代の 

編集主幹に対してその 労に感謝すると 共に 、 私は微力ではあ りますが、 できるだけ努力し、 

DGD を更に質の高い 国際 誌 にしたいと思っていますので、 皆様方の御協力を 切にお願い申 

し 上げます。 

2 0 0 0 年 1 月からの DGD の論文投稿 先 

〒 153-8902 東京都目黒区駒場 3-8-1 

東京大学大学院総合文化研究科生命系 

Deve@opment,Growth&  D 冊 erent@atiorw の次期編集主幹 浅 島 誠 

T こ 03-5454-6632  ( 直通 )  Fax:03-5454-4330  ( 直通 ) 

e-mall:asa.sh@bio.c.u-tokyo.ac.JP 
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この半年を振りかえって 特筆すべき事は 、 次の 2 点であ る。 

* 第 4 常置委員会においてまとめられた「我が 国の大学等における 研究環境の改善につい 

て」という報告を 受けて、 第 1 3 1 回総会において「我が 国の大学等における 研究環境 

の改善について」という 勧告 ( 資料 1) が 1 0 月 2 7 日に採択され、 内閣総理大臣に 手 

渡されるとともに、 全閣僚に送付された。 ご 存知のように、 勧告は日本学術会議が 政府 

にたいして行う 行動としては 最も重いものであ る。 なお、 上記報告は動物科学研究連絡 

  

委員会の全委員に 配布してあ るのでご覧 い ただきたい。 

* 日本学術振興会が 取り扱う科学研究費にっき、 分科細目別対応 研 連ねよび審査員の 推薦 

母体を下記のようにすることを 動物科学研究連絡委員会で 正式に決定した。 この案は関 

連研連 との話し合いでまとまったものであ り、 すでに第 4 常置委員会でも 認められてい 

る。 

ァ ． 対応 研連 ( 動物科学研連関連のみ ) 

理学 生物学分科 

遺 7 元糸田 目 遺伝学 ( 窓口 ) 、 分子生物学 

生態 am  目 生態環境生物学 ( 窓口 ) 、 極地 

植物生理細目 植物科学 

生物形態・構造細目 動物科学 ( 窓口 ) 、 植物科学 

動物生理・代謝細目 動物科学 

系統・分類細目 植物科学 ( 窓口 ) 、 動物科学 

複合領域 基礎生物科学分科 

生物物理学細目 生物物理学 ( 窓口 ) 、 結晶学 

分子生物学細目 分子生物学 ( 窓口 ) 、 微生物学 

細胞生物学細目 細胞生物学 ( 窓口 ) 、 微生物学 

発生生物学細目 動物科学 ( 窓口 ) 、 植物科学、 分子生物学 
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ィ ・ 審査員推薦 ( 関連 研 連を通じて行 うが 1 2 年度については 以下のように 決定 ) 

第二段審査員 

理学 

生物学分科 動物、 植物、 遺伝、 生態の各学会から 同数ずつ委員を 推薦する。 

複合領域 

基礎生物科学分科 生物物理、 分子生物、 細胞生物、 発生生物の各学会から 同数ずっ 

委員を推薦する。 

第一段審査員 

生物形態・構造細目 動物、 植物の両学会から 同数ずっ委員を 推薦する。 

動物生理・代謝細目 動物学会から 推薦する。 

系統・分類細目 動物、 植物の両学会から 同数ずっ委員を 推薦する。 

発生生物学細目 発生生物、 動物、 植物の各学会から 3 : 2 : 1 の比率で委員を 

推薦する。 

以下、 経時日りに主な 事項を報告する。 

1. 5 月 2 1 日に開催されたアジアのダイナミズム 特別委員会において、 星がガイアリス 

ト 2 1 計画について 説明した。 委員から法学分野などにおいてもこの 計画にコミット 

したい旨の発言があ った。 

2. 5 月 3 1 日に第 1 7 期第 6 回動物科学研 速 が開催され、 第 5 回議事録を確認したのち、 

以下の報告ならびに 議事があ った。 なお、 一部は植物科学研 連 との合同会議とした。 

(1) 諸報告 

1) 委員長報告 委員長からメールにて 事前に配布された 報告事項 ( 日本学術会議 

報告 井 6) を確認したのち、 配布・回覧資料に 基づき以下の 補足追加報告があ っ 

た   

!lil 岸 委員の辞任にともなって 和田委員が新任された。 

" 最近の学術の 動向、 地球 圏 - 生物圏国際協同研究計画 (IGBP) 勧告案について、 

資料に基づいて 報告があ った。 

甘 科学研究費について、 平成 m2 年度から審査員が 倍増する貴報告があ った。 

t その他、 アジアのダイナミズムでガイアリスト 21 計画を説明した。 
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9) 学術用語集を 学術情報センターが 電子化する意向であ ることが 浅島 委員から報告 

され、 それに伴う問題点を 論議した。 

10) 次回日程については、 電子メール等で 相談することとなった。 

3. 第 6 回動物科学研究連絡委員会に 引き続き、 ガイアリスト 小委員会、 動物命名法小委 

員会が行われ、 それぞれの活動計画の 打ち合わせを 行った。 

4  .  6  月 1  2  -  1  3  日に、 I  U  B  S  掴 降生物科学連合 生物科学研 連 が対同の理事会 

が San  Pedro  (Brazil) で開催され、 Tow  ards  An  Integrative  Biology  (TAIB)Program  、 

Diversitas 、 Reproductive  Biology  and  Aquaculture  Program  、 Bionomenclature 、 Biology 

andSociety 等を中心に検討された。 

    UN 旺 SCO および ICSU に 26WorldCon 鹿 renceonScience ( 世界科学会議 ) が、 6 月 2 

6 日 - 7 月 1 日が Budap ㏄ t で開催され、 吉川会長などが 参加した。 Declarationon 

ScienceandtheuseofScientificKnowledge ( 科学と科学知識の 利用に関する 世界宣言 ) 

が 採択された。 

6. 第 4 部会 ( 第 1 7 期・第 1 0 回 ) が 7 月 6 日に石川 l ハイテク交流センタ 一で開催され、 

理学の振興、 科学研究費補助金 mm 目 対応 研 連などが検討された。 翌日、 北陸先端科学 

技術大学院大学の 見学をした。 

7. 9 月 1 4 日理学データネットワーク 推進小委員会が 開催された。 ( 動 研道より漆原委 

員が参加している ) 

8, 1 0 月 5 日に内分泌 撹乱 物質に関する 検討会拡大役員会 ( 代表 : 上野良人第 6 部会員 ) 

が開催され、 これまでの経過が 説明されるとともにと 今後の方針が 検討された。 

9. 1 0 月 7 日に理学総合連絡会議 ( 第 1 7 期・第 4 回 ) が開催され漆原委員が 出席した。 

日本学術会議の 改革、 科学研究費補助金の 分化細目別対応研道、 理学の振興などが 討 

諭 された。 

10. 1 0 月 1 2 日に第 1 7 期第 7 回動物科学研 速 が開催され、 第 6 回議事録を確認したの 

ち 、 以下の報告ならびに 議事があ った。 なお、 今回は日程の 調整がつかず 植物科学研 

連 との合同会議は 行わなかった。 

(1) 諸報告 

1) 委員長報告 委員長から配布された 配布・回覧資料もとに 報告があ った。 

2) 各委員から、 次の報告があ った。 理学総合連絡会議 ( 漆原 ) 、 理学データ NW 

( 漆原 ) 、 教育問題 ( 浅島 ) 、 1SDB ( 岡田 ) 、 サイエンスミュージアム ( 松浦 ) 、 ガ 

イアリスト 2 1 ( 道端 ) 、 内分泌 撹乱 物質 ( 竹井 ) 、 動物命名法小委員会 ( 星 ) 、 
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1 3 年度科研費の 時限付き細目に「生物多様性」が 第 4 部から 1 位で申請された 

( 星 ) 。 

(2) 審議事項 

1) 第 6 回動物科学研究連絡委員会議事要旨が 確認、 された。 

2) 学術会議の改革および 研 連の改組について 

現在学術会議改革案起草委員会で 作製された改革案が 総会に諮られる 運びとなっ 

ている。 この決定に深く 関わるため、 研 連の改組についての 議論は見送りとなっ 

た   

3) 実験動物について 

「動物の保護及び 管理に関する 法律」改正の 動きが強く、 実験動物についても 大 

幅な規制強化が 意図されている。 これによって 研究が致命的な 制約を受けること 

を 防ぐための対応が 議論され、 委員長と幹事とで 具体的な方策について 検討する 

こととなった。 

4) 科研 費 審査委員の推薦について 

対応 研連 ・窓口 研連 としていくつかの 細目に関して 科研 費 審査委員を推薦するこ 

とが決まったことに 関連して、 大所高所に立った 判断で推薦するためにはどのよ 

うなシステムが 望ましいかについての 議論を行った。 直ちに実行できる 案がまと 

まらなかったため、 継続審議となった。 

5) シンポジウム 等の後援・共催にについて 

次の 2 件の申込があ り、 いずれも後援することとなった。 

①日本動物学会大会における 理科教育問題シンポジウム ( 浅島 ) 

②高等教育フォーラムシンポジウム (11/13,14) ( 浅島 ) 

なお、 日本 味と 匂い学会主催シンポジウムを「関連研道」として 後援してほしい 

旨の申込が 7 月にあ り、 委員長の了承は 得られていたが、 助成そのものは 不採択 

であ った ( 渋谷 ) 。 星 委員長から、 にのような後援・ 共催の申込に 関しては原則 

的に協力する」という 基本姿勢が表明された。 

6) 次回日程については、 植物学研 連 と合同で開催できるよう 電子メールで 調整する 

こととなった。 

7) その他 

①教育問題について、 出席者の間でその 重要性が議論された。 浅島 委員を中心とし 

てワーキンググループを 作り、 検討を続けることとなった。 
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②学術会議の 改革について、 改革案が抜本的でな い ことに関する 遺憾の意が道端委 

員及び他の委員から 表明された。 一方で、 そのような案に 学術会議全体で 意見の 

一致を見ることは 至難であ るという現実も 全体として理解された。 

③ 星 委員長から「学術の 動向」に掲載する 写真を編集室が 募集している 旨 連絡があ 

った。 

Ⅰー                               3 1 回総会・連合部会・ 部会等が開催され、 上記勧告の採択 

等 が行われた。 

12. 1 0 月 2 8 日には、 日本学術会議 5 0 周年記念式典・ 講演会・祝賀会が 行われた。 

なお、 星は第 4 部以外に、 第 4 常置委員会、 食問題特別委員会、 内分泌 撹乱 物質に関する 

検討会拡大役員会等に 所属している。 

以上 

参考資料 ] 

我が国の大学等における 研究環境の改善について ( 勧告 ) 

平成 1 1 年 1 0 月 2 7 日 

第 1 3 1 回総会 

1 , 科学技術基本法の 成立に ょ り、 科学技術の振興は 我が国の重要政策課題の 一 っとして 

位置付けられ、 関連施策の総合的、 計画的、 かつ積極的な 推進が進められることになっ 

た。 基本法の成立に 続いて、 科学技術基本計画 ( 平成 8 年 7 月 2 日閣議決定 ) が策定さ 

れ、 5 年間 ( 平成 8 年度一平成 1 2 年度 ) で 1 7 兆円の国費を 投入し、 大学等の研究 環 

境の改善が図られることになった。 同計画は、 狭 俗化、 老朽化の著しい 大学等を計画的 

に整備する必要性を 指摘し、 老朽化、 狭降化 対策に 1 2 0 0 万㎡の整備が 見込まれると 

している。 たしかに、 この基本計画により 文部省の科学研究費補助金 ( 科研 費 ) が増額 

され、 国の出資金による 各省庁からの 研究費が大学等に 新たに供給されるようになった。 

しかし、 研究者の旺 盛な研究意欲に 対応するために 必要な研究費及び 基礎的な研究設備 

( 教育用を含む。 ) やそれらの維持管理費等の 不足の問題も 依然として未解決であ ること 

を指摘しなければならない。 現在、 国の負担研究費の 対 GDP 比率は、 欧米の水準を 下 
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回っており、 少なくとも欧米並みの 投資を確保すべきであ る。 

大学の人員拡張は、 戦後長年に渉って 行われてきたが、 大学関係の建物、 施設の新設、 

更新は人員の 拡充に追い付かず、 多くの大学において 不足状態が解消されないまま、 極 

端な過密状態が 続いている。 特に自然科学系の 実験室においては 過密状態は著しく、 研 

究者の安全、 健康への影響が 憂慮される状況であ る。 多くの大学では、 スペース不足の 

ため、 新鋭の機器の 導入もままならず、 スペース問題は 研究活動を発展させる 上で最大 

の阻害要因になっている。 

科学技術基本計画において 策定された 1 2 0 0 万㎡の整備目標に 対して平成 1 1 年度 

末 までに建設される 予定の建物は 1 0 0 万㎡に過ぎず、 計画の達成は 大幅に遅れている。 

今後残された 期間において、 整備を実現する 計画は殆どまとさっていないように 見える。 

スペース問題は、 科学技術基本法にうたわれている、 科学技術創造立国のために 優先 

的に解決しなければならない 課題であ る。 

政府は、 科学技術基本法立法の 精神にのっとり、 科学技術基本計画を 実現するべく   

最大の努力を 傾けるべきであ る。 

2. 国立大学に関しては、 平成 6 年に、 長期に渉って 固定されたままだった 基準面積が 2 

0% 増に改定された。 改訂された基準面積でも 欧米の水準からすれば 極めて不十分なも 

のであ るが、 その基準面積に 照らしても現状の 建物面積は大幅に 不足しており、 その差 

は平成 1 0 年度において 約 5 0 0 万㎡にのぼる。 増大する大学院学生数に 比べて建物の 

建設は大幅に 遅れており、 過密状態はますます 悪化している。 ちなみに、 東京大学の全 

建物面積は約 1 0 0 万㎡であ り、 不足している 建物面積は東京大学 5 校分、 東京工業大 

学の規模では 1 7 校分に相当する。 

3. 狭降 な環境は自然科学系の 研究室に共通しているが、 なかでも化学系、 生物系の研究 

室は過密状態が 著しく、 消防法上の憂慮の 絶えない研究室が 多い。 研究室の劣悪な 環境 

は外国からの 訪問者を驚かす 程であ る。 もし、 阪神・淡路大震災級の 大地震が過密な 研 

究 室で実験者の 活動中に起きたとしたら、 惨憎 たる被害が発生するであ ろう。 1 9 9 5 

年に同地震を 契機として耐震改修促進法が 成立し、 小中高校、 及び官庁建築に 対しては 

耐震診断、 耐震改修が進んでいるが、 大学に対してはほとんど 対策は進んでいない。 

一方、 化学、 生物系以覚の 自然科学系や、 人文社会科学系研究室でも、 情報機器導入 

のためのスペース 不足など、 従来の基準面積では り X まり切らない 問題が生じている。 大 

学等における、 安全で、 ゆとりのあ る研究環境を 実現することは 緊急の課題であ る。 

4. 現在の劣悪な 研究環境を改善し、 欧米並みの水準に 近付けるために、 自然科学系の 研 
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柴 するだけでも 数兆円の巨費を 必要とする。 しかし、 新社会資本への 投資は、 景気対策 

としてのみでなく、 未来の日本を 築くための重要な 投資として考えられなければならな 

い。 施設に対する 投資のこれ以上の 遅れは今後の 学術研究に重大な 影響を及ぼすおそれ 

が 大きい。 これは我が国の 今後の科学技術の 発展にとって 放置できない 重要問題であ る。 

6. 現状でも大学等の 建物に対する 投資は大幅に 遅れているが、 大学審議会の 予測では、 

今後大学院学生の 大幅な増加が 見込まれ、 さらに外国からの 留学生、 企業からの研究生、 

ポストドクトラルフェロ 一等も今後さらに 増加することが 予測される。 教育研究に対し 

て重要な役割を 担う大学の施設に 対する手当てを 十分行うことは、 内外の優れた 研究者 

にとって魅力のあ る環境を整備し 、 我が国の研究水準を 確保する上で 極めて重要であ る。 

現在のような 研究環境の劣悪化を 招いた要因の 一つは、 このような状況に 到ることを 

看過してきた 大学人、 研究者にもあ るが、 何と言っても 大学における 研究環境に対する 

これまでの過少投資がこのような 状況を招いたことは 明らかであ る。 

研究環境のこれ 以上の劣悪化を 防ぎ、 国際水準に近付けるべく、 一刻も早い対応措置 
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をとることが 望まれる。 

大学における 学生人員の増加の 前提として、 土地の手当てを 含め、 思い切った先行投 

資が建物建設には 必要であ ることを強く 指摘しなければならない。 

7. 利用可能な土地面積の 限られている 大学においては、 建物の新設、 更新は順繰りに 実 

施する必要があ り、 立案と計画実現に 時間を要する。 最近の国立大学における 建設例の 

多くは補正予算によるものであ り、 長期的視野にたって 計画が実現されたものは 少ない。 

研究スペースの 確保は、 土地の確保と 建 屋の高層化、 地下利用の両側面によって 実現が 

可能であ る。 大学のキャンパスにおける 建物の新設、 更新は、 大学側が十分に 練り上げ 

た 将来計画に立って 実現されなければならない。 

8. まもなく、 次期の科学技術基本計画を 策定するべき 時期が来ている。 大学等における 

施設問題が科学技術進歩のための 最大の阻害要因になっていることを 認識し、 安全でゆ 

とりのあ る研究環境を 実現するため、 十分な投資が 行われなければならない。 

次期の基本計画では、 合理的な中、 長期整備計画を 練り、 十分な予算の 手当てが大学 

等の建物建設と 土地取得のための 先行投資にたりして 優先的、 集中的に行われなければ 

ならない。 

9. 科学技術の健全な 発展には日本の 将来がかかっている。 さらに、 全地球的な問題の 解 

決 には、 我が国の科学技術の 貢献が必要であ る。 そのための最も 重要な基盤であ る研究 

施設の充実を 強く訴えたい。 

本宿送付売 

内閣総理大臣 

本宿 写 送付売 

内閣官房長官 

法務大臣 

外務大臣 

大蔵 大臣 

文部大臣 

厚生大臣 

農林水産大臣 

通商産業大臣 
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運輸大臣 

郵政大臣 

労働大臣 

建設大臣 

自治大臣 

国家公安委員会委員長 

北海道開発庁長官 

経済企画庁長官 

科学技術庁長官 

環境庁長官 

沖縄開発庁長官 

国土庁長官 

日本発生生物学会第 33 回大会のお知らせ 

日本発生生物学会第 33 回準備委員会 

委員長 川 l 打 和 夫 

第 33 回大会は、 2000 年 5 月 25 日から 27 日の 3 日間、 高知市の県民文化ホールおよび 高知 会 

館 において開催いたします。 皆様のご参加を 心からお待ちしております。 

1 期日 :2000 年 5 月 25 日 ( 木 )  一 27 日 ( 土 ) 

2. 会場 : 高知県民文 ィヒ ホール ( シンポジウム・ 総会・本部 ) 

高知会館 ( ポスタ一発表・ 懇親会 ) 

3. 参加登録申込方法 : 

* 大会参加申込・ 研究発表申込ともに、 昨年度の大会に 準じて行います。 

(1) 本大会は大会参加申込書を 使用せず、 振替用紙のみに よ る申込 とい たします。 発表 
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をされない 方 ( 連名の発表もない 方 ) は、 振替用紙による 申込のみとなります。 

(2) 大会参加費は 前納 ( 締切目 2000 年 2 月 29 日 ) の場合は同封の 振替用紙をご 使用の う 

え 、 一般会員 6,000 円、 学生・院生 4,000 円をお支払いください。 なお、 3 月 1 日以降は 

当日受付と同額の 一般会員 7,000 円、 学生・院生 5,000 円となりますのでご 注意下さい。 

(3) 懇親会は大会 2 日目の 5 月 26 日に行います。 参加をご希望の 方は、 参加費と同様に 振 

替用紙をご使用のうえ、 6,000 円 ( 一律 ) をお支払い下さい。 場合によっては 当日の受 

付 ができないこともあ りますので、 できるだけ事前にお 申込ください。 

(4) 大会参加費 等 払込の領収書は、 振替用紙の控えをもってかえさせていただきますの 

で、 ご了承下さい。 

4. 研究発表申込方法 : 

(1) 申込期限は 20[M0 年 2 月 29 日 ( 火 ) 凹目消印有効 ) です。 

(2) 研究発表は日本発生生物学会会員で 2000 年度までの会費納入者に 限ります。 現在学 

会会員でない 方で発表を希望される 方は、 学会への入会手続き ( 入会金納入を 含む ) 

を行って下さい。 

(3) 発表形式     

ポスタ一発表 : パネルサイズは 横 g0cmx 縦 180cm です。 形式は特に定めませんが 上 

部に タイトル、 発表者名・所属を 掲示してください。 押しピン等は 準備委員会で 用意 

します。 

口演 : シンポジウム 形式で口演をお 願いします。 各シンポジウムの 演題数によって 発 

表 時間が異なる 可能性があ ります。 大会準備委員会から 連絡をしますので、 ご 確認下 

さい。 なお、 本大会ではスライドあ るいは OHP を用意いたします。 それ以外の機器を 

使用される場合はあ らかじめ準備委員会にご 相談下さい。 

(4) 発表を希望される 方は、 ホームページによる 方法もしくは 申込 票 による方法 ( 後述 ) 

で、 まず希望発表形式をお 選びください。 シンポジウム か ポスタ一のどちらかを 選ぶ 

ことができます。 シンポジウムを 希望された方は 下記の 6 つのシンポジウムの 中から 

希望するものを 2 題まで選ぶことができます。 なお、 時間的制約等でご 希望に添えず 

ポスタ一発表にお 回り い ただく場合もあ りますのでご 了承下さい。 シンポジウムの タ 

イトルとオーガナイザーは 以下のとおりです ( オーガナイザ 一名の 50 音順 ) 。 

◆発生，再生を 支える幹細胞システム ( 同形清和・姫路工業大学理学部 ) 

◆生殖にかかわる 細胞の特質 ( 小林 悟 ・筑波大学生物科学系 ) 
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◆発生システムの 進化 ( 佐藤知行，京都大学大学院理学研究科 ) 

◆器官構築とその 再構築 ( 田村宏治・東北大学大学院理学研究科 ) 

◆発生・再生を 司るシバナル 分子 ( 野地澄晴・徳島大学工学部 ) 

◆神経発生のメカニズム 一 神経細胞の分化から 回路形成へ 一 

( 能瀬 総画・東京大学大学院理学研究科 ) 

(5) 研究発表申込みについて 大会準備委員会からのお 願い ( 必読 ) 

昨年のサーキュラー (No.91) でお知らせしたとおり、 国際発生生物学会年会を 兼 

ねる 2001 年の年会では、 参加・発表申込受付がすべてホームページによって 行われる 

ことになります。 ホームページ 化に伴うトラブルや 不都合を最小限に 抑えるため、 従 

来方式と新方式を 併用しながら 3 年かけて徐々に 新方式に移行する 予定です。 

2 年目の今年は、 昨年よりもホームページにウェートを 移し、 参加・発表の 申込み 

のみでなく、 発表要旨の投稿もホームページによる 申込みをメインにしていただきた 

いと思います。 これにより、 プロバラムは 完成とほぼ同時に 日本発生生物学会の ホ一 

ム ページに掲載され、 さらにそこからリンクした 形で要旨の閲覧も 可能になります。 

また、 要旨集の作成に 関わる印刷会社との 原稿のそりとりもオンライン 化される予定 

です。 

みなさま、 できるだけホームページで 参加・発表申込と 発表要旨の投稿をしていた 

だけます よう お願い申し上げます。 ホームページでの 要旨投稿の手順については 下記 

の チェック表を 参考にしてください。 

《研究発表申込手順のチェック 表 》 

日日本発生生物学会のホームページを 開いて発表申し 込み手続きを 行う。 (2000 年 2 月 14 日 

から 2 月 29 日の期間に受け 付けます。 ) 

(l) http://www.bcasj.of,jp 乃 :sdb7 を人力して日本発生生物学会のホームページを 立ちあ げ 

る 。 

(2) 日本発生生物学会大会案内のボタンをクリックして 大会のぺ ー ジに移動し、 さらに 

発表申込のボタンをクリックして 申込ぺ ー ジを表示する。 

(3) 演題ごとに 1 人の連絡者を 決め、 その方を登録する。 ( 以後の登録確認 " パスワード 

の配布などはここで 登録した方に 対して行われます。 連絡は主にメールを 使って行う 

のでメールアドレスのあ る方を連絡先としてください。 ) 

(4) 指示に従って、 演題名・発表者氏名・ 会員番号にのサーキュラ 一の送られてきた 
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封筒の宛名ラベルに 明記されている ) . 希望発表形式 ( ポスター か 口演かを選ぶ )   

希望発表分野・ 連絡先を記入する。 

(5) 続いて、 要旨の本文テキストをコピー & ぺーストで貼りつける。 ( 注 : ホーム ペ一 

ジ による投稿では、 図や写真は今のところ 対象外です。 また英語以覚の 外国文字、 特 

殊文字、 記号、 外字などは " 文字化け " しますので使わないで 下さい。 今回は 、 ホ一 

ム ページで投稿していただいた 要旨がホームページ 上での閲覧と 印刷の両方に 使われ 

ます。 ) 

(6) プレビュ一画面で 記入を確認し、 必要な訂正をした 後、 送信ボタンを 押しますと、 

受付番号が表示され、 登録は完了します。 ( 受付番号は必ずメモしてください。 修正 

のときに必要になります。 ) h 注 : 送信後に変更あ るいは記入ミスに 気づいた場合は 、 

申し込み区分を 修正とし、 受付番号を記入した 後、 正しいものを 記入し、 再度送信し 

てください。 その際、 連絡 欄 に理由を記入してください。 ) 

口演題申込受領事と 研究発表の連絡 書 に必要事項を 記入し、 50 円切手を貼る。 

日下記の大会準備委員会へ 簡易書留で 2onn 年 2 月 29 日までに郵送する ( 当日消印有効 ) 。 

( 同封の大会発表申込 票と 、 印刷した発表要旨は 不要です。 ) 

( 注 : ホームページの 画面はバージョンアップのために 予告なく変更されている 場合が 

あ りますが、 前もってご了承下さいの 

( 以下はメールによる 研究発表要旨投稿の 手順です。 ) 

ロメールに書き 込む内容は、 上記のホームページに よ る投稿に準じます。 研究発表要旨を 

作成し、 演題・発表者氏名・ 所属・会員番号、 および連絡者氏名・メールアドレスとと 

もに、 メールで以下のアドレスまで 送信する。 ( メールの場合も 特殊文字等は 使用しな 

いでください。 また HTML 形式のメールや 添付書類も送信しないでください。 ) 

要旨の送信元アドレス :  jsdb-am ⑥ bca め ・ 0,.JP 

ロメールで発表要旨を 投稿する場合も、 演題申込受領 書と 研究発表の連絡 書 (50 円切手を 

貼る ) および大会発表申込 票を 、 下記の大会準備委員会へ 簡易書留で 2000 年 2 月 29 日ま 

でに郵送する ( 当日消印有効 ) 。 プリントアウトした 発表要旨は必要あ りません。 

( 以下はホームページやメールを 利用しない場合の 手順です。 ) 

口 研究発表要旨を 作成し、 従来どおり演題名，発表者名・ 所属を記入後、 要旨を指定の 用 

紙にプリントアウト ( あ るいは手書き ) する。 

  

  

  
  

口 研究発表を 3 音 は コピーする。 

国研究発表 要副部 ・要旨コピー 3 部・演題申込受領 書と 研究発表の連絡 書 (50 円切手を貼 
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る ) を 確認し、 大会発表申込 票 に記入したうえ、 下記の大会準備委員会へ 簡易書留で 

2000 年 2 月 29 日までに郵送する ( 当日消印有効 ) 。 

(7) 研究発表申し 込み書送付売 

〒 565-0082  大阪府豊中市新千里東町 1-4-2 

千里ライフサイエンスセンタービル U4 階 

学会センタ一関西内 

日本発生生物学会第 33 回大会準備委員会 

Ⅰ 下 L:(06)6873-230l  FAX:(06)6873-2300 

E-mail:｛-conf@bcasj ， or ， jp 

5. ワークショップ 募集 : 

大会前日の晩にワークショップのコーナーを 設けます。 内容、 形式とも自由にお 考え 

になって、 「責任者の氏名」と「ワークショップの 題名」「ワークショップ 内容の要旨 

( 形式は自由 ) 」「参加予定人数」「使用機器」を 2 月 29 日まで ( 当日消印有効 ) に前記大 

会準備委員会までお 申し込み下さい。 なお、 機器の種類によっては、 用意できない 場合 

もあ りますので、 特別なものをご 使用になる場合は、 あ らかじめ準備委員会までご 相談 

下さい。 また、 会場の設営は 各バループでお 願いします。 会員の皆さんの 積極的な参加 

をお待ちします。 

6.  総会と懇親会     

0 総会 :  大会 2 日目 (5 月 26 日 ) の 16:30 から約 1 時間、 シンポジウム 会場で行います。 

0 懇親会 :  大会 2 日目の 18:00 から 20:00 まで高知会館、 飛鳥の間で行います。 

7. 大会期間中の 宿泊等の案内     

サーキュラ一に 綴じ込みの「宿泊・ 航空券・お弁当のご 案内」をご利用下さい。 
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日本発生生物学会第 3 3 回大会 
宿泊・航空券・お 弁当のご案内 

会 m  : 平成 m2505f!25 日㈲。 05R27 日 ( 封 
古 ム 

会場 : 高知県民文化 木 ・ ル ・高知会館 

宿泊 目 : 平成 12 年 05 月 24 日 ( 水ト 05 月 27 日 (t) 

謹啓 時下ますますご 清祥のこととお 廣び 申し上げます。 

さて、 この度「日本発生生物学会第 3 3 回大会」が高知大学にて 盛大に 弗 催されますことを 心よりお 慶び 

申し上げます。 つ きましては、 私共日日本旅行高知支店が 本学会大会準価 委 貝金よりご下命いただき、 皆様の 

ご 宿泊・航空券・お 弁当のお世話を 代行させていただくこととなりました。 学会にご参加の 方々にご満足 い 

ただけますよ う 充分な配ねをさせていただく 所存でございます。 玉井ともご利用下さいますことを 心よりお 

待ち申し上げます。 

お申込及 びご 送金のご案内 

(l ) お申込及び変更・ 取消し 

⑨別紙申込 甘 にご配人の上．下記 迄 Ⅰ AX( 郵送 ) にてお申込ください。 

( 電話でのお申込、 変更はトラブルの 原因となりますのでご 遠慮くださいませ。 ) 

⑨変更・取消しもⅠ AX にてお願いします。 ( 申込 甘 又は当社よりの 回答 宙 に変更 ウ 項を記入下さい ) 

⑥変更・取消しにつきましては、 お申し出の日により 取消し料が係ってまいります。 ( 別紙一覧 養照 ) 

⑥古き 中 三八市中セリ 日 : 斗 二万 吃 Ⅰ Ⅰ 正ミ 0  5  月 0  Ⅱ 日 二月Ⅰ 

盤 ミホームベージ http://www.mtom.co.jp/kaientaV メール ntakochi ③ mb,inf0ryoma.0r.jp 

(2) 当社よりの受付回答 

⑨宿泊は受付 日 より l 0 日以内にⅠ AX にて確定木テルをご 案内致します。 航空券は受付け 内容を一 

緒 に連絡致しますが、 確定 便名 ( 時間 ) は l か 月前にご連結致します。 ( 各便 につ さ 1 5 名に満たない 

場合は普通運賃となります。 ご了承ください。 ) 

(3) お支払い 

⑥ 5 月 l 2 日頃 に宿泊予約 券 、 航空券 引換荘 、 弁当引決 券 、 市末吉、 振込み用紙をお 送り致します。 

受領次第内容確認の 上お振込みください ( 振込み手数料はお 客様負担でお 願い致します ) 。 クレジッ 

トカードにて 精お ご希望の方は 申込 百に 必要 ウ 項をご紀人ください。 ( 苗求廿 送付時に引 落 ) 

(4) 観光、 その他のお問合せは 学会開催中、 会場内デスクにてお 受け致します。 

采 申込み及びお 問い合わせは 
〒 780-0870  高知市 ホ 町 3  一 2  一 3 

日本旅行高知支店 

下日 L:088-873-73l] FAX:088-873-76l1 

営業時間 : 平日 09:30 。 17:30 土 昨日 09:30 。 ]2:30 祝祭日休業 

担当者 : 宮地敬子 / 山田知幸 / 北添 静香 
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宿泊の ;_ 案内 
宿泊目 : 平成 1 2 年 0 5 月 2 4 日 ( 水 ) ～ 0 5 月 2 7 日 ( 土 ) 
宿泊料金 お 一人様 ] 清朝食付き ( 賭税 ，サ ー ピス 料込 ) 

ホ テ ル 名 好ん輯 シングル ホテ l@  ツ イ ン 電話番号 
高知新阪急ホテル A-1@ 1 2 1 0 0@ A-2 1 1 5 0 0 088-873-1111 

オリエントホテル 高知 B- Ⅰ 9 0 0 0@ B-2 8 5 0 0 088-822-6565 

サンライズホテル C- 1 9 0 0 0@ C-2 8 5 0 0 088-822-1281 

国際ホテル高知 D- 1 9 0 0 0@ D-2 8 5 0 0 088-822-4111 

高知ワシントンプラザ E- l l 0 0 0 O E-2 9 5 0 0 088-823-e61 Ⅰ l 

高知第一ホテル F- l l 0 0 0 0 F-2 9 0 0 0 088-883-1441 
  

高知パレスホテル 新館 G- 1 7 5 0 0@ G-2 7 0 0 0 088-825-0100 

ビジネスホテル 一兆 H- l 7 0 0 0 H-2 6 5 0 0 088-883-2 Ⅰ 66 

ビ ゾネスホ 抽 タウングループ @ -l 6 5 0 0 l -2 6 0 0 0 088 一 825 一 [0055 

⑥受付は先着順ですので、 お早めにお申込ください。 ご希望のホテル、 部屋タイプが 満 仮の場合は、 

同等タラスのホテルに 変更して回答させていただく ウ もございますので 御了承ください。 

" 昼食弁当のご 案内 
l 個 l ,0 0 0 円 ( お茶付き ) . . . 毎日迫ったメニューを ご m 意 いたします。 

会場内外にも 食事施設は在りますが、 収容人展に限りがあ り時間内にご 利用出来ない 場合も 

あ りますので、 是非お弁当の 予約をお薦めいたします。 

釆 耳文ぅ肖 Ⅱ ノ 半井 ( 予約拝送付後は 改めて 荻 末吉をお送りいたします。 ) 

取消料 ] 0 日前～前々 日 前 日 当 日 八ぴ 不 @ 自 

宿 @ 自 2 0 % 5@ 0@ % ] 油分 の 1 0 0% 

弁 当 前日 l 6 : 0 0 まで無料 1 0 0% 

航空券のご案内 
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Ⅰ 一 Ⅰ 岡 福 JAC1 5 2 16:35 Ⅰ 一 2 福 間 JAS・ 6 6 

l 一 Ⅰ 伊 丹 ANK4 1 6 18:00 l 一 3 傍 片 ANK4 0 4 
l 一 2 Ⅰ ミ弄 十 冊 ANK4 l 8 l9:20 l 一 4 伊 円 ANK4 0 8 
( 平成 1 1 年 l 2 月のダイヤです。 2 月頃 に正式な時間が 決定します。 ) 

10:25 

09:15 

12:50 

学会割引連立 は Ⅰ 便 1 5 名以上の場合に 適 m となります。 ] 5 名に満たない 場合、 普通違 賃 適用 

なり、 ] 力 月前にご連絡致します。 

人数調整の為，時間変更のご 相談をさせていただく 場合もございます。 

と 
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広島大学理学部附属両生類研究施設 種 形成機構研究部門 
博士研究員募集 
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書類送付売・ 連絡先 : 

〒 7 3 9 一 8 5 2 6  広島県東広島市鏡山 1 一 3 一 1 
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第 31 回 ( 平成 12 年度 ) 三菱財団自然 干 非学研究助成応募要領 

1. 助成の趣旨 : 近年の自然科学の 進歩はめざましく、 各学問分野の 研究の深化はもとよ 

り 、 分野間の相互作用により 次々に新たな 研究領域が誕生しつつあ ります。 このような 

状況のもとで 本事業は、 これらの科学・ 技術の基礎となる 独創的かつ先駆的研究ととも 

に 、 既成の分野にはとらわれず、 優れた着想で 新しい領域を 開拓する萌芽的研究に 期待 

して助成を行います。 すぐれて独創的な 研究は、 医 ・ 理 ・ エ ・ 農 ・菜箸、 自然科学の分 

野を問わず、 全て助成の対象と 致しますが、 分野にまたがる 新しい現象を 模索する理論 

や 、 環境の基礎的研究も 対象と致します。 なお、 この助成金は 研究達成のため 十分に活 

用できるよう、 その使途をとくに 制限致しません。 

2. 助成の概要 

(1) 応募資格 : 本 助成金は、 原則として、 一つのテーマとして 独立した個人研究 ( 但 

し少数グループによる 研究も含む ) を対象と致します。 完全公募制であ り、 各所 

究 者は自由に応募 い ただけますが、 当該研究者が 日本国内に居住し、 国内に継続 

的な研究拠点を 有する場合 ( 国籍等は不問 ) に限られます。 また、 営利企業等関 

係者は対象外となります。 

(2) 助成金額 : 総額約 3 億円を予定。 1 件当たり 2 千万円以内とし、 採択予定件数は 

3 0 件程度を目処とします。 なお研究の性質上上ヒ 較 的少額で足りる 内容のものも 

十分考慮されます。 

(3) 助成金使途 : 制限はあ りません。 通常の設備費、 消耗品質、 旅費等はもちろん、 

研究上特に必要な 場合は、 研究補助者への 謝金等も可 ( 但し当該研究代表者がす 

べての運用責任を 持っ ) とされます。 

(4) 助成期間 : 1 年を原則とします。 研究の性質上 1 年を超えるものについても、 弾 

力的に対処致しますので 御相談ください。 

(5) 助成決定後の 義務・条件 : 選考の結果、 助成を受けることに 決まられた場合は 、 

財団所定の「助成承諾書」を 別途提出頂き、 これにより研究経過・ 完了の報告、 

修士会計報告、 その他使途変更事双相談手続等の 義務を負って 頂くことになりま 

すが、 当面、 これらの事務事項以外の 義務・条件はあ りません。 

3. 選考方法・結果通知等 

(1) 選考方法 : 財団委嘱の選考委員会において 慎重審議の上、 その答申案に 基づき、 

平成 1 2 年 7 月開催予定の 財団理事会・ 評議委員会にお レ 、 て 正式決定されます。 
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( 選考委員 ) 京極 好正 ( 委員長 ) 、 野依 良治、 名取 俊二、 堀田 凱樹 、 潮田 

資勝 、 牧島 嘉男、 志村 令郎、 金澤 一郎、 長尾 真 

( 専門委員 ) 助成申込の研究内容によっては、 適宜専門委員を 委嘱する。 

(2) 結果通知等 

・結果は決定後直ちに 研究代表者 宛 通知されます。 さお、 助成決定者の 一覧は各 

種学術関係広報資料 ( 科学新聞、 学会ニュース 等 ) にも掲載されます。 

・決定者への 助成金贈呈は 平成 1 2 年 9 月の予定です。 

4, 応募方法 

(1) 助成金申込書の 作成 

・申込書の内容・ 書式は当財団ホームページ 上にて財団概要、 助成金応募要領と 

もども 1 2 月以降に掲載致しますので、 これを御参照ください。 

ホームページアドレス h は p ゾ /www.dias.ne.jp/m 一 zaidan/ ， 

  申込書用紙は 原則としてこのホームページにてワープロ 形式 ( 一太郎、 

MS- Ⅵ り RD 、 Mac 版 EGWORD) 、 で示してあ るものをダウンロードの 上、 御 

使用ください。 関係大学、 学会等に送付済みの 用紙やそのコピーを 使用して頂 

いても結構です。 上記いずれの 方法にも依り 得ない場合は、 財団事務局 宛 、 宛 

先 記入済み返信用 角 2 封筒に、 1 6 0 円 切手添付の うえ 、 郵送 御 請求あ れば用 

紙等 お 送り致します。 

  記入上の留意点 : 

ワープロまたは 黒 ボールペンを 使用し、 偕書 で明瞭に記入して 下さい。 

申込書の研究題目上部 欄 に申込研究題目もコード 番号を御記入ください。 ( 別 

添えコード 票 御参照。 本 票は平成 1 2 年度版科研 費 申請コードに 準じたもの ) 

研究代表者が 大学・研究所等に 所属される場合は、 当該大学・研究所等の 所属 

磯間の長から 本研究助成申込についてのご 承認を得て下さい。 また、 他機関に 

所属する共同研究者の 参加が必要な 場合も、 共同研究者の 所属機関の長のご 了 

承をあ らかじめ代表研究者よりお 取り置き願います。 

(2) 助成申込書の 提出並びに受け 付け : 助成申込書の 正 1 通、 副 5 通 ( コピ づ を 

左肩上で各ホチキス 留めし直接財団 宛御 送付ください。 なお、 正 1 通には採否結 

果通知に使用しますので、 結果連絡先の 住所・氏名ご 記入の名宛シール ( 定形 封 

箇月サイズ ) を 1 枚添付して下さい。 

(3) 助成申込書受付の 確認 : 助成申込書到着と 同時に受付番号を 採 香し 、 御 返送し 
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ますので、 宛先住所・氏名ご 記入済みの返信用はがきを 同封して下さい。 

財団法人 三菱財団 

〒 100-0005 東京都千代田区丸の 内 2-5-2 ( 三菱ビルヂンバ 15 階 ) 

Tel.  03-3214-5754 

F 穏 ・ 03-3215-7268 

(4  )  応募期間 : 平成 1  1 年 1  2  月 2  0  日 ( 月 )  一平成 1  2  年 2  月 2  2  日 ( 火 ) 

極力早めに 御 提出ください。 

植物科学基金 
若手研究者海外学会出席助成 ド F 成 l2 年度 舞 ㍉ 期 ) 募睦農 

植物科学基金では 植物科学振興のため、 基金の運用の 一環として若手研究者海外学会出 

席 助成を行っています。 植物科学分野の 学会出席であ れば、 本人の所属団体などにかかわ 

らず応募できます。 

1 . 援助の趣旨 : 本 援助は植物科学基金の 運用の一環として 行うもので、 植物科学に関連 

して海外で開催される 国際学会・国際シンポジウムに 参加する若手研究者を 対象として 

渡航費の補助を 行い、 もって若手研究者間の 国際交流および 植物科学研究の 発展をはか 

るものとします。 

2. 有資格者 : 大学院生、 研究生、 ポストドクトラルフェロ 一など常勤の 職に就いていな 

い若手研究者とします。 

3, 本年度 ( 第 2 期 ) の援助対象及び 金額 : 平成 1 2 年 7 月 1 日から平成 1 2 年 1 2 月 3 

1 日 までに国外で 開催される学会、 国際学会、 国際シンポジウムでの 発表を行うために 

必要な費用のうち、 渡航に関する 費用の一部を 補助します。 1 件当たり 1 0 万円以下で 

総額 1 0 0 万円以内の予定です。 

4. 申込手続き : 所定の用紙を 事務局に用意していあ ります。 必要事項を記入し、 植物神 

学 基金事務局 お 送りください。 

5. 申込期限 : 平成 1 2 年 3 月 3 1 日まで ( 基金締めき り 4 月 3 0 日 ) 

6. 選考方法 : 植物科学基金運営委員会に よ り選考・決定されます。 現在の運営委員会委 
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員は秋田重訳、 今市涼子、 柴岡私邸 ( 委員長 ) 、 東江昭夫、 矢 原徹一 、 m 根入相、 和田 

正三の 7 名です。 

7. 選考結果の通知 : 申込者 死 に通知します。 

8. 補助金の交付 : 助成候補者に 対し、 交付申請書を 提出していただいた 後、 出発の 1 ケ 

月前までに指定口座に 振り込みます。 ただし、 申請のあ った学会出席について、 科研 

費 ・財団助成金等の 他の補助金から 旅費を支出する 場合には 本 助成金を重複して 受領す 

ることはできません。 

9. お問い合わせ : 本 助成金についてのお 問い合わせは 下記にお願いいたします。 

( 社 ) 日本植物学会内 植物科学基金事務局 

〒 113-0033  文京区本郷 2-27-2 束 真 ビル 

電話 03-3814.5675 

F ぬ <  03-3814-5352 

日図蘇斗時 ㍉筋力事業セミナ 一のお知らせ 

以下の要領で 日欧科学協力事業セミナーが 開かれます。 ポスター参加を 募集していますの 

で、 ご 検討下さい。 

日欧科学協力事業セミナー 

発生生物学の 進歩 仰経 系の発生とパターン 形成 

(http://www.biozentrum.unibas.ch 『 釦 ascona/) 

オーガナイザー :ThomasBurglln,YasushiHromi,Heinnich  Reiche 「 

日程 :  2  0  0  Q  年 3  月 3  1  日 一 4  月 3  日 

場所 : スイス、 アスコーナ Centro  Stefano  Franscini 

参加費 :450Sfr ( ダブルルーム ，食事代込み ) 

参加申し込み : 要旨 (A4 、 1 ぺージ ) 2 部を下記の住所にお 送り下さい。 詳細は以下の 

URL をご覧下さい 

(http://www ， biozentrum ・ unibas ， ch/-sjascona/#Abstracts)o 
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Erica@oesch ， 

Div ・ of@Cell@Biology ， Biozentrum 

Klingelbergstr ・ 70 

CH-4056Basel,Switzerland 

参加者は全員、 ポスタ一発表が 可能です。 一部のポスターは 口頭発表に選ばれます。 

メ切 : 2 0 0 0 年 1 月 1 0 日 

問い合わせ先 .ThomasBurgIin  (burglmn ⑥ ubaclu.unibas.ch) 、 YasushiHro 而 

(yhiromi ④ ab.nig.ac.JP) 

このワークショップの 直前 (3  月 2  6  日 一 3  1  日 )  に同じ会場で WalterGehning  博 

士主催の "  Homeobox  Genesin  Developmentand  Evolution"  というワークショップが 

開催されます (http://www.csf-mv,ethz.ch70%cjal/Workshops/W/S20007WS200L 

simple.html#gehring) 。 連続参加もご 検討下さい。 
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く 新入会員 ノ 

( 氏名 ) ( 所属 )   
( 正会員 ) 
清水 洋平 北海道立中央水産試験場 046 帖 555 

資源管理部管理技術 料 

高橋 克 京都大学大学院医学研究科 606-8507 
感覚運動系病態学講座 
口腔機能病態学分野 

池田 啓子 自治医科大学生物学 329-0498 

東海林 真 東北大学加齢医学研究所 980 円 575 
分子発生 

( 学生 ) 

木村 真 理化学研究所 305 一 (0074 

分子腫瘍学研究室 

( 寄贈、 海外 ) 
JUANArechaga lnternationa@Journalof 

DevelopmentalB@ology 。 

Dept.ofC ㎝ 日 0logy. 
Univ.ofBasqueCountry 

く 会員資格変更 ノ 
学生づ正会員 
平尾 雄二． 農林水産省東北農業試験場 

家畜繁殖研究室 

岡 藤 辰也 熊本大学大学院医学研究科 
神経分化学講座 

宮永 裕子 Lab ， of．r ． Todd・vans ， 
Dept ． of@Developmental 

and@Molecular@Biology ， 

皿 bertEinstein  Co Ⅱ・ ofMed   

国内づ海外 
宮永 裕子 Lab ． of．r ， Todd・vans ， 

Dept ， of@Developmental 

and｀olecular。iology ， 

Albert@Einstein@Coll ， of@Med   

海外つ国内 
元 m  純 理化学研究所脳科学総合 

研究センター 

病因遺伝子研究バループ 

( ィ主 m) ( ㈲テーマ・㈲ 材料 ) 

北海道余市郡余 配偶子形成、 初期発生 
両町浜中町 238 メダカ、 マガレイ 

京都市左京区聖 顎顔面発生 
護院 川原町 54 哺乳類、 ニワトリ 

栃木県河内郡南 S 侠 ホメ オ ポックス蛋白質 

河内町大字薬師寺 マウス 
3311 一 ]11 一 1 

仙台市青葉区 神経発生 
皇陵 町 4 一 1 ゼブラフィッシュ 

茨城県つくば 市 
高野台 3 一 1 一 1 

E-48940@Leioa ， 

Spain 

020-0198  盛岡市下厨川手赤平 4 

860-0811  熊本市本荘 2 一 2 一 1 

Chanin  Bldg.Rm.503, 
1300Morr ㎏ ParkAve ‥ Bron Ⅸ ， 
NYl0461,U.S.A   

Chanin  Bldg 丑 rn.503, 
1300Mor 「 iSParkAve.,Bronx, 
W10461.U  .S.A. 

351-0198  和光市広沢 2 一 1 
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く 住所変更 ノ 

坂倉 照好 三重大学医学部病理学教室 514-8507 

大損 弘 Jll 頁 静岡理工科大学理工学部 437-8555 

情報システム 科学 
平尾 雄二 農林水産省東北農業試験場 020 一 0198 

家畜繁殖研究室 
高山一渡辺理絵子東北大学理学部生物学科分子 980 一 8578 

細胞生物学講座発生生物学 
安西 弘子 神奈川科学技術アカデミー 216 一 1Onol 

宮島「幹細胞制御」プロジエクト 
中根 良文 京都大学大学院医学研究科 606 一 18501 

付属動物実験施設 
大高 克彦 東北大学医学部第二内科 980-8574 
白石 ヰ羊一 名古屋大学大学院理学研究学科 464-8602 

生命理学専攻生体調節論講座形態発生学 
山田 武 電力中央研究所生物科学部狛江分室 201 円 511 
大隅 典子 東北大学大学院医学系研究科 980-8575 

器官構築学分野 
嶋田 新 農林水産省畜産試験場 305 一 10901 

繁殖部生殖内分泌研究室 
澁澤 麻美 北海道大学理学部付属 Of60 一 10810 

動物染色体研究施設 
菊池 裕 慶応義塾大学医学部生理学教室 160 一 E8582 

唐沢 美香 ㈱癌研究会癌研究所細胞生物部 170 一 E8455 

阿 藤 辰也 熊本大学大学院医学研究科 860-(0811 

神経分化学講座 
松本 和幸 東京都立大学理学部生物 192 一 0897 

水岸 貫休実 理化学研究所ライフサイエンス 305-0074 
筑波研究センタ 一分子 
神経生物学研究室 

灰野 相 上智大学生命科学研究所 102 一 E8554 

井筒 ゆみ 新潟大学大学院自然科学研究科 950 一 2181 

武藤 吉 徳 岐阜大学医療技術短期大学部 501 一 11193 

小林 隆志 九州大学生体防御医学研究所 812-E8582 

感染防御学部門 
福居 健一 山の辺病院内科 633 一 0081 

田畑 秀興 東京慈恵会医科大学 DNA 医学 105 一 8461 

研究所分子神経生物学研究部門 
永野 ( 大迫 ) 鹿子通商産業省工業技術院生命工学 305 一 ?8566 

工業技術研究所生体情報部 
斉田バループ 

田崎 啓 理化学研究所脳科学総合研究 81f> 一 0198 

センター神経再生研究チーム 

津市江戸 橋 2 一 1 7 4 
袋井市豊沢 2 2 0 0 一 2 

盛岡市下厨川手赤平 4 

仙台市青葉区荒巻青葉 

川崎市宮双区野川 907 帝京大学 
生物工学研究センター lF 
京都市左京区吉田近衛 町 

仙台市青葉区皇陵 町 1 一 1 
名古屋市千種区不老町 

狛江市岩戸北 2 一 1 1 一 1 
仙台市青葉区皇陵 町 2 一 1 

茨城県稲敷郡茎崎町 池 の 台 2 

札幌市北区北 1 0 条 西 S 丁目 

新宿区信濃町 3 5 

豊島区上池袋 1 一 3 7 一 1 
熊本市本荘 2 一 2 一 1 

八王子市南大沢 1 一 1 
つくば市高野台 8 一 1 一 1 

千代田区紀尾井町 7 一 1 
新潟市五十嵐二の 町 80RO 
岐阜市柳同 1 一 1 
福岡市東区馬山 3 一 1 一 1 

桜井市 草川 6 0 

港区西新橋 3 一 2 5 一 8 

つくば市東 1 一 1 

和光市広沢 2 一 1 
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( 賛助会員 コ 
生命 誌 研究 舘 〒 569  高槻市 紫 mTl 一 1 

-1125  T  E  L  0726 円 1 円 750 

先端テクノロジーをサポートする 日東テクノ ス ㈱ 〒 113  文京区本郷 2 一 17 一 8 鈴木ビル 

-0033  T  E  ,  Q0 一 3814 一 2066 

三菱化学生命科学研究所 〒 194  町田市南大谷 11 号 
-851l  T  E  L  0427 リ 仁 6226 
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近年， ライフサイェンス ，バイオテクノロジ 一等の言葉が 広く語られ，生物学に 大きな関心と 注 

目が払われるようになってまいりました。 

日本発生生物学会は ，発生生物学の 進歩と普及をはかるため 設立された学会で ， 日本を主に， 外 

国の発生学者を 混じえて約 1,300 名を結集しております。 発生学は ， 言うまでもなく 医学・農学等の 

諸分野とも深い 関連を有しており ，最近とみに 進展の著しい 遺伝情報発現をめぐる 諸問題，癌細胞 

の基礎的研究，老化の 問題等も発生生物学の 大きな関心の 的になっております。 日本発生生物学会 

は ， これらの分野での 活発な研究者を 会員としております。 又 ，本学会の刊行致しております 欧文 

話 "Develoopment, Growth and Differentiation" (DGD) もこの方面の 国際的学術雑誌として 高く 

評価されております。 

貴社におかれましては ， このような学問の 重要性をすでに 御 承知のことと 存じます。 何卒，本学 

会趣旨に 御 賛同の上，賛助会員として 本会を 御 支援賜りますよ う 御願い申し上げます。 

なお，賛助会員は 年 3 回発行される「インフォメーション・サーキュラー」誌上に 特記され， 不 

会の刊行する 欧 ・和文刊行物 ( 会員名簿を含む ) が配布されます。 会費は，一口三万円を 申し受け 

ております。 御入会の際は ，入会申込書を 事務局までお 送り下さい。 

連絡先 : 日本発生生物学会事務局 ( 八杉貞雄 ) 

〒 192-0397 八王子市南大沢 1 一 1 

東京都立大学大学院理学研究科生物学教室 

TEL・ FAX・ 

                                                                                                            初     ---- り ----      取 ------ り       --# 良                                                                                                             

日本発生生物学会賛助会員入会申込書 
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会社名 ⑳ 

担当者名 
電話番号 
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広告掲載のお 願い 

日本発生生物学会は 理学，医学，薬学，農学をはじめ 分子生物学，細胞生物学，遺伝学など ， さ 

まざまな生物学分野で 発生生物学の 基礎研究に興味を 持つ内外の研究者によって 組織されている 学 

会であ り，国内外に 約 1,300 人の会員を持っております。 

英文学術雑誌 DeveIopment, G,owth and Differentiation は，日本発生生物学会の 機関誌で年 6 

回発行し国内に 約 1,200 部，国外に約 600 部配布致しております。 また会員にはインフォメーシ 

ョン・サーキュラーを 年 3 回配布致しております。 

目下，本学会では 広告主を募っております。 会員各位におかれましても 広告主のご紹介等，是非 

ご 協力頂きますようお 願い致します。 

広 生 Ⅰ 料 

D  G  D  本誌 1 頁 年 6 回 150.000 円 

半 頁   78.000 円 

インフオメーン ョン 1 頁 年 3 回 90.000 円 

サーキュラ 一 半 頁   45.000 円 

尚 、 サーキュラー 用の版下作製代は 実費をいただきます。 裏 表紙は 1 頁 10.000 円高となります。 

申し込み 先 : 日本発生生物学会事務局 ( 八杉貞雄 ) 

〒 192-0397  八王子市南大沢 1  一 1 

東京都立大学大学院理学研究科生物学教室 

TEL  0426-77-2572( 直通 )  FAX  0426-77-2559 
e-mail : jsdb ⑨ bcasj. or. jp   切 収 平良 -- 

広告申し込み 書 

日本発生生物学会 御中 

広告の掲載をお 願いしたく下記の 通り申し込みます。 

年 月 日 

口 DGD 本誌 1 頁 

口   半 頁 

口 サーキュラ 一 Ⅰ 頁 

口   半 頁 

住 所 

会社名 

担当者名 
電話番号 

⑳
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澄んだ空気、 汚染のない 川   
沼の水等、 恵まれた自然環境 

の下で育った 良質のアフリ ； 

  ツ メガエル。 
使用目的 : 遺伝子組 換         
クローン研究                               
    ターフェロン 培養、 教材と 
して生理・解剖実験に 御 使用 

下さい。 

( 生養殖場では、 水道水を 

切 使用しておりませんじ 

  
お 問 い 合 わ せ ほ 

  

青森県中郡相馬村大字 坂 市河 l3 
丁日 L  0l72  (84)  350  9   F  A  X  0l72  (84)  3  5  l 0 

Ⅲ行方 
安全と快適を 求めて 

パ 7 オ何 % の試験研究 を 
バシ クアップ 

 
 

小糸工業のバイオハザード 対応グロースキャビネ、 ット は、 

周囲環境の影響を 受けずに、 圧力コントロールシステムで 

実験室内を陰圧に 保持します。 また、 コンパクトで 高性能 

なフィルターユニットとの 組み合わせで、 実験対象物への 

空気流による 外界からの悪影響を 遮断、 簡単操作をプラス 

して、 高精度な 湿 ・湿度を再現します。 

バイオハザード 文才 応 グロースキャビネ 、 ット 

コイトトロン SBH/KGBH> ン 。 - ズ 
  小糸工業株ぶ 会ガま 東京木部〒 札幌 0ll(7%52l@  lna 東京都港区高輪 東北 0%( 左 5)750@  3 丁目 大阪 5 番 23 0 引 号 263)637@  ( 自生高輪台ビル 九州 092(43l)0838  @  宕 03 は 佃 筑波 3)9B46FAX.0 0298(5l)23l@  目㎝ 沖縄㏄ 43)6570 飢 86l)l805 
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コンパクトそして 多機能 
一点の妥協もなく 斬新なスキャニンバ 手法 新しい品質基準の 画像 
あ なたが評価するのは 柔軟な対応 極めてユニークなスキャニンバ 法 蛍光の 4rh 、 同時取得、 各ピンホー 

力ですか ヮ それとも最高のテクノ を採用、 スキャニンバエリアの 設 ルはコンピュータコントロールさ 
ロジ 一でしょうか ? 定も自由自在。 従って 、 思いのま れ、 2,048X2,048 ピクセルの 高精 

」 SM5l0 は、 その全てを備えてい まの不定形のスキャンが 可能です。 ・ 細 スキャン、 4Xl2blt の 高 分解能 

ま広。 全ての 3D 表示、 各種測定法と 相ま たはじめとして、 積算、 オーバワン 

革新的な最高の 技術、 極めて扱い って、 試料情報を余すところなく プリンダ、 フォトンカウンティン グ 

やすいソフトウェアがもたらす 抜 表現します。 など、 LSM5l0 の諸機能は 、 全て研 

群の操作性、 コンパクトで 交換 容 かつて、 顕微鏡に抱かれていた 様々 究 者への奉仕にあ ります。 

易なスキャニンバモジュール 仏ど 。 な期待が、 今ここに実現します。 

徹底した妥協を 許さない物作りの 

精神が、 ここにあ りま す 。 

  
ドイツ、 ツァイスダルーフ 

カールツァイス 株式会社顕微鏡部 
〒 l60-0005 東京都新宿区本塩町 22 番地 
B03-3355-0332@ Fax@03-3358-7554 

大阪 宕 06-282-4522 名古屋 宕 052-777-l4ll 
福岡 呑 092-7l3-782l 仙台 容 022-224-562l 




